
患者の集いモミの木認定再生委員会審査の議事次第 

開催日時 令和7 年 12 月 3 日（水） 19：00～19：40 予定 

開催場所 渋谷区恵比寿 4-19-3BAC HOUSE 1 階会議室 ZOOM によるリモート併用

会議事項 (１)出欠確認 

(２)議長の選任 

(３)資料確認 

(４)審査 

(５)その他 

認定再生医療等委員会の所在地及び名称 

所在地：東京都渋谷区恵比寿2-28-10 ShuBLDG 2983 

名 称：一般社団法人モミの木 

患者の集いモミの木再生医療等委員会 

出欠席委員名 

（出席委員） 

委員 後藤 重則 男 医学・医療（a-1） 瀬田クリニック東京医院長 

日本免疫治療学会理事 

利害無 

委員 大野 美樹 

（頓宮） 

女 医学・医療（a-2） (株)laVita 代表取締役 

医学博士 

利害無 

委員 石渡 敏暁 男 法律・生命倫理 

（b） 

弁護士、一般社団法人細胞 

免疫学研究会認定再生医療

等委員会委員 

利害無 

委員 佐藤 毅 男 法律・生命倫理(b) 司法書士 利害無 

委員長 梶 伸子 女 一般（c） 一般社団法人モミの木代表理事 利害無 

（欠席委員） 

委員 古荘 純一  医学・医療（a-2） 昭和病院小児科医長、青山大学 

教育人間科学部教授 

利害無 

委員 中村 素行 男 医学・医療（a-2） なかむら消化器クリニック医院 

長 医師 

利害無 

委員 萬 憲彰 男 医学・医療（a-1） 医療法人医新会よろずクリニッ 

ク理事長 医師 

利害有 

委員 平林 茂 男 一般（c） バイオアクセル(株)代表取締 

役、サイエンスライター 

利害有 

委員 熊谷 恵津子 女 一般（c） NCRI 株式会社 役員 利害無 

委員 三繩 浩司 男 一般（c）  TCGパートナーズ取締役 利害無 

委員 川内 美登子 女 一般（c） 株式会社川内美登子・植物代替

療法研究所 臨床心理士・植物 

療法士 

利害無 



 

委員 豊田 厚子 女 一般（c） (株)ブライテスト代表取締役 利害無 

技術専門員名 

再生医療 後藤 重則 男  瀬田クリニック東京医院長 

日本免疫治療学会理事 

利害無 

再生医療 大崎 真 男  日本再生医療学会認定上級 

臨床培養士 

利害無 

 

会議事項： 

出欠確認 委員会規定第 5 条により、委員会の成立を確認する。 

議長の選任  委員会規定第 4 条により、委員長が議長に選任されることを確認。

資料確認 事務局より配布された資料の確認。 

審査↓ 

 

 

 

＜ 1.再生医療等提出計画定期報告書の審査＞ 

 
確認 

再生医療等提供計画定期報告書を提出した医療機関の名称

再生医療等提供計画定期報告書を提出した医療機関管理者 

 

 聖新メディカルクリニック 

 寺田 裕作 

 

第 1 号議案 

聖新メディカルクリニックより提出されている定期報告書の審査 

① 活性化自己リンパ球療法 

② 活性化自己 NK 細胞療法 

③ 細胞性免疫誘導型 DC ワクチン 

 

症例は 0 件

審査 

 

再生医療等提供計画定期報告書の審査 



＜ 2.その他＞ 

 

・ご報告等 スケジュールの件など 

・次回認定委員会の予定は令和 8年 2月 4日水曜日、19:00～ 

定期報告が1件の予定、他は未定 
 

 

 

 

＜審議概要と意見＞ 

 

▼再生医療等提供計画の定期報告について申請書類を事前審査し、質疑応答が行われた。 

第１号議案 

対象治療：活性化自己リンパ球療法／活性化自己NK細胞療法／細胞性免疫誘導型DCワクチン 

（いずれも症例0件） 

審査要点：症例0件につき、詳細審査は省略（過去方針に基づく）。質疑なし。 

 

聖新メディカルクリニックの申請案件について、 

「適」とすることを、全員一致で承認された。 

 

 

＜その他＞ 

 

今年1年を振り返ってのご指摘、当会の審査における改善点などについてのご意見を伺う。 

認定委員会の向上と責任について、さらに身を引きしめてやっていくことなど、意見をいただく。 

 

2月4日に予定している認定委員会、定期報告1件審査、他未定 

4月スケジュール再調整についてのご意見 

 

＜指摘事項＞ 

■特に無し 

 

 

 

 

 

上記内容を確認し、決議を明確にするためこの記録を作成し、作成者において 

承認確認を行う。 
 

 

 

 

 

2025 年 12月 3日 
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